
168 新潟医学会雑誌 第 ま25巻 第3号 平成23年 (2011)3月

1･l メタス トロンで長期の痔痛コン トロールを得

た乳癌の 1例

繭羽 尚子･島影 尚弘 .藤本 怒太

小川 洋 弓誇水 準王･谷 達夫

長谷川 澗 ･田島 健 :.

長岡赤 仁字病院外科

症例 は 68歳, 女性 .2003年 12札 左 乳 癌

(StageI) に対 しBq+ Ax,levelHを施行 し,

術後補助化学療法とホルモン療法及び温存乳房照

射 を施行 していた 2008年 2札 左大腿骨痛を自

覚 し,精査にて左大腿骨転移 と診断 され,抗癌剤,

隷ルモ ン剤, ゾメタ等による治療を施行 していた

が増悪 した.経過中,オ ピオイ ドや NSAIDs,照

射による蜂痛 コン トロールを図り,2009年 3月よ

りメタス トロンの併用を開始 した,乳癌術後,多

発骨転移 ･肺肝転移 用宗転移の患者に対して,化

学内分泌放射線療法 ･外照射 ･ゾメタ 書鎮痛剤内

服などに加え,メタス トロンを合計 5回使用し,

鎮痛剤の増_鼠や副作用なく,長期間の蜂痛緩和を

得ることができている症例を経験 したので報告 し

た.

暮2003年 12月 10日,左乳癌に対 しBq+Ax,

levelH施行.

病理 :硬癌,g+ f,lyO,vO,nO,ER99%以

上,PgR5%未猟 HER2 (2+)

･2003年 12札 CEF開始 し,4コ-ス施行.

･2004年 4札 温存乳房照射.

･2005年8日,アリミデックス内服開始.

･2008年2札 左太髄部痛が出現.

MRIで左大男遺骨内側寄 りにス トレス骨折を

疑う所見あり,大腿骨転移の疑い,

ゾメタ開始.

書5札 MRI再検.同部位の所見は前回より増大

しており,骨転移を疑った.

･フェマ-ラに変更.

16札 大腿骨への照鰍 39Gy,13回.

i7札 骨シンチで多発骨転移あり.TC療法開

始.

･9月,左大腿骨頭置換術施払

･10札 CT :多発骨転移増悪.多発肺転移,肝
転移疑い.

･11圧 十ベルビン導 入.

1咋痛コン トロー)LはJ､1ベン.

･2009年 6札 右肩から腰部にかけて痛み増強.

メタス トロン開始.

･8札 CT :脳転移,多発肝転移出現.

･2009年 9札 TS-1開始.ホルモン剤はヒスロ

ンに変更.左前頭葉の脳転移巣にSRS.

･il札 Thllへの照軌 30Gy,10軋

I12札 オキシコンチン内服開始.

･2010年2月,右肩甲骨転移出現,多発骨転移増

悪,特に仙骨が最増悪.

･メタス トロン 2009年 10月,2月2日,5月 18

日

･2010年 6札 左大腿骨への照射,30Gy,1射乳

15 進行性 ･再発性腎細胞癌に対する分子標的治

療の経験

首月 俸二 ･斉藤 後弘 IJ吊車 和博

,ILHl陳リi

県次がんセンタ-新潟病院 ･泌尿器科

近年,分子標的薬によって進行性 ･再発性腎細

胞癌に対する治療戦略が変わりつつある.

当村では2008年6月にソラフェニプが,2009

年3月にはスニチニプが使われ,2010年4月まで

にソラフェニブ6例 (平均 64.2歳),スニチニブ

lo榊 (平均 60.7歳)が使われてきた. ソラフェ

ニプ症例の内訳は男4例,女 2例,転移性腎癌は

2例で再発性は5例であった.1例はSDを保っ

て.封叫が スニ+ニブにコンパ- トしている. ス

ニチニプ症例は男 7例,女 3例で転移性は3例で

再発性は 7例 (コンパ- ト症例 を含む)であっ

た.前治療 として,14例率 1ま例にインターフェ

ロンが投与されていた.近接効果としてソラフェ

ニブ症例は SDl例,有害事象による中止 3例,

PDが2例であった.一方スニチニプ症例はPR3

例,SD6例 ,PDi例であったが,PRl例は部分

的にPDもあり,別の PRは画像上浦状化が見ら

れるも,3ケ月後に死亡 した.以 仁を実際の症例

を交えながら,重吉する予定である.


